
『小樽開発建設部 i-Ｃonstruction 推進連絡会議（ＴＩ４）』 

第１回現場研修＆勉強会 

 

～ プログラム ～ 

 

日 時 ： 平成３０年１１月６日（火曜日） 

場 所 ： １３：００～１４：２０（現場での実務講習） 

      余市郡余市町登町地先（一般国道５号 共和町 稲穂改良外一連工事<登川工区>） 

      １５：３０～１７：１５（座学による講習） 

      小樽開発建設部 第１会議室 

主 催 ： 北海道開発局 小樽開発建設部 

 

時  間 内   容 

１３：００～ 

 （５分） 

１．開 催 挨 拶  

小樽開発建設部 特定道路事業対策官 蛯澤 秀則  

１３：０５～ 

（７５分） 

２．稲穂改良工事（ＩＣＴ活用工事）の現場状況 

～ＩＣＴ建機の仕組み及び稼働状況～ 

        阿部建設株式会社 現場代理人  川元 雅之 

３．「コマツ」による最新技術の紹介 （２０分） 

   コマツカスタマーサポート株式会社 北海道カンパニー 

札幌北支店長 新木 悟 

グループマネージャ 工藤 正裕、池野 詩帆 

 

  質 疑 応 答 （１０分） 

１４：２０～ 

 （７０分） 
  移 動 （稲穂改良工事現場～小樽開建 第１会議室） 

１５：３０～ 

 （１００分） 

 

 

 

 

４．ＵＡＶ（無人航空機）を使用した空中写真測量の点群生成と３

次元設計データの作成について  （４５分） 

           ＨＲＳ株式会社 執行役員 大浦 宏照 

 

５．ＩＣＴ活用工事の実践と考察 （４０分） 

協成建設工業株式会社 工事部 

ＩＣＴ管理課 係長 下澤 哲也 

 

質 疑 応 答  （１０分） 

１７：１０～ 

 （５分） 

６．閉 会 挨 拶  

          小樽開発建設部 技術管理官 藤本 和伸 

 



平成30年度　「i-Construction推進連絡会議」第1回現場研修＆勉強会　参加者名簿

No 所　　属 役　　職 氏名
6日
（現場）

6日
（講習）

備考

1 後志総合振興局産業振興部農村振興課検査専門員 小俣　芳春 ○ ○

2 後志総合振興局産業振興部農村振興課主事 永江　　凌 ○ ○

3 小樽建設管理部事業室地域調整課 課長 髙橋　浩暉 ○ ○

4 小樽建設管理部事業室道路課 主査(舗装) 戸来　仁志 ○ ○

5 技術管理官 技術管理官 藤本　和伸 × ○

6 特定道路事業対策官 特定道路事業対策官 蛯澤　秀則 ○ ○

7 施設整備課 専門官 坂口　勝利 ○ ○

8 技術管理課 課長 寺井　一弘 ○ ○

9 技術管理課 課長補佐 小野　英志 × ○

10 技術管理課 専門官 宮川　浩幸 ○ ○

11 技術検査官 技術検査官 若松　洋昭 × ○

12 防災対策官 防災係長 吉田　　智 × ○

13 工務課 課長補佐 葛西　敏行 ○ ○

14 工務課 上席専門官 花山　聡矢 ○ ○

15 工務課 専門官 佐藤　秀人 ○ ○

16 工務課 専門官 松田　伸吾 ○ ○

17 農業開発課 課長補佐 高橋　直行 × ○

18 農業開発課 上席専門官 福士　　優 × ○

19 岩内道路事務所　工務課 課長 川畑　光人　 ○ ○

20 岩内道路事務所　工務課 機電係長 前川　　悟 ○ ○

21 岩内道路事務所　計画課 係員 平田　健朗 ○ ○

22 小樽道路事務所 所長 本田　　肇 ○ ○

23 小樽道路事務所 副所長 増川　直実 ○ ○

24 小樽道路事務所 第２工務課長 小井田　剛 ○ ○

25 小樽道路事務所 事業専門官 藤岡　康憲 ○ ○

26 小樽道路事務所 第１工務係員 鳥越　悠加 ○ ○

27 小樽道路事務所 第１工務係員 西坂　佳航 ○ ○
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1 2

２．定義

（２）ＩＣＴ活用工事とは、建設生産プロセスの下記段階において、ＩＣＴを全面

的に活用する工事である。また、この一連の施工をＩＣＴ活用施工という。

対象は、土工を含む一般土木工事とする。

① ３次元起工測量
② ３次元設計データ作成
③ ＩＣＴ建設機械による施工
④ ３次元出来形管理等の施工管理
⑤ ３次元データの納品
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5 6

7 一般国道5号 黒松内町 豊幌災害防除工事8



9 10

Scan
～を詳しく調べる

～を精査する
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13 14

計測距離 最大500m
１２０，０００点/秒 15

•最大 120,000点/秒

短 時 間

•見えるもの全てがデータになる

広 範 囲

•対象物に接触すること無く安全に作業

非 接 触
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着手前

伐採後 17

3Dレーザースキャナー TLS
大掛かりな装置 高性能・軽量小型化世代前の機種は外部バッテリー

操作専用パソコンが必須

18

ノイズ処理前

19

（１） ノイズ処理前 （２） ノイズ処理候補 （３） ノイズ削除

地表面

草

不要データ → 削除

地盤データ → 採用

点 群
データ
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ノイズ処理後
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23

TIN(不等辺三角網)作成

点 線

面
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TIN変換

25 26

平面

縦断

横断
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29

レーザースキャナー
出来形対象箇所■

A

B

B

レーザースキャナー
出来形対象箇所■

ラウンディング箇所対象外

レーザースキャナー
出来形対象箇所■

レーザースキャナー
出来形対象箇所■

レーザースキャナーを用いた出来形管理要領(土工編)より
小段部に側溝工が設置される計画のため、排水構造物工の出来形管理を適用する

Ａ Ｂ

30

小段控除

ラウンディング控除
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出来形設計データ

ICT建機データ

33

数量算出要領

１

2 3

4

4辺平均長

現況

計画
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格子数 18721

格子サイズ(m) 0.5

格子面積(m2) 0.25

メッシュ番号(X) メッシュ番号(Y) 中心座標(X) 中心座標(Y) 基準高 比較高 標高差 面積 切土 盛土 切盛差

8 3 9253.75 -151996.75 96.577 95.743 -0.834 0.25 0.2085 0 -0.2085

9 3 9254.25 -151996.75 96.126 95.503 -0.623 0.25 0.15575 0 -0.15575

7 4 9253.25 -151996.25 97.361 96.215 -1.146 0.25 0.2865 0 -0.2865

8 4 9253.75 -151996.25 96.939 95.975 -0.964 0.25 0.241 0 -0.241

9 4 9254.25 -151996.25 96.485 95.736 -0.749 0.25 0.18725 0 -0.18725

10 4 9254.75 -151996.25 96.095 95.496 -0.599 0.25 0.14975 0 -0.14975

7 5 9253.25 -151995.75 97.799 96.448 -1.351 0.25 0.33775 0 -0.33775

8 5 9253.75 -151995.75 97.386 96.208 -1.178 0.25 0.2945 0 -0.2945

9 5 9254.25 -151995.75 96.887 95.968 -0.919 0.25 0.22975 0 -0.22975
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39 コントロールボックス

車体センサー

バケットセンサー

アームセンサー

ブームセンサー

無線ユニット

GNSS受信機
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GNSS基地局
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協成建設工業株式会社

49

協成建設工業株式会社

50

協成建設工業株式会社

51

法面計測 4855点
平場計測 161点

協成建設工業株式会社
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監督員確認

主任監督員確認

検査官確認

協成建設工業株式会社

53 54

協成建設工業株式会社

北海道開発局における電子納品等に関する手引(工事編)
平成29年10月第10版

XML

DTD

DRAWINGF

OTHRS

ICON
55

ICON

TLS
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出来形設計データ

ICT建機
データ

数量算出

59

平面

縦断

横断

図面がない場合がある。
不整合が多々ある。

60



業務成果資料を読み解き、基準点を抽出（X,Y,H)

現地にて基準点を確認

座標値をSIMAデータで準備

測量成果簿提出

測量会社に依頼

公共測量座標値は桁数が多い
入力ミスは影響が大きい

基準点作成

61

IP点を基に平面線形作成

曲線要素のみで座標値がない

業務成果から探し出す→時間ロス

縦断勾配入力

横断勾配入力

横断形状(構築形状)入力

道路中心線形データ

平面図・縦断図・横断図必須

※工区外のIP点、縦断図も必要の場合も有り

LandXMLデータ

効率化

62

63

（ B）盛土
a）道路
路体盛土の施工幅員（数量算出区分に応じた幅）は、サーフェスモデル等を用いて表現する。施工幅員の
境界面のサーフェスモデルは、平均断面法と同様に切り出した断面で切取幅の境界線を表現し、一次比例
で断面間を補完して接続し、境界面を表現する。なお、路床盛土の平均幅員（（上幅＋下幅）× 1/2）は、測
点毎に 3次元モデルより断面を切り出して路床盛土の平均幅員を算出し、その結果を施工形態の属性
情報とする。

数量算出要領 1.10 3次元モデルの基本的な表現方法
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1359m2

1636m2

65

法面展開図作成？

66

67 面管理と2重管理になる68



69

一般国道5号 小樽市 塩谷改良工事
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73 74

75

北海道開発局 i-Constructionに関するＱ＆Ａ
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B

7.00m

10.50m

A A

B

ラウンディング

ラウンディング
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枕桁H300
L=6.00m 敷桁H300

L=3.50m

大型土のう

支柱H300
L=5.00m

鋼矢板 Ⅲ型

火打
H300
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点群データに
仮設防護柵を追加
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